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ヒアリング概要

実施時期：5月11日（月）～6月上旬
対象：
・「ヒアリング希望有り」自治体
・過去移住事業実施、かつ中間支援組織立ち上げ等に
意欲等のある自治体
・独自の移住促進施策を実施している自治体

１．スケジュール/対象

２．目的
●中間支援組織機能拡大に向け、各市町村等関係者の
意見を把握、整理した上で、研修内容を企画する。

●特に、「中間支援組織」立ち上げ・支援に関する地域
ニーズをくみ取ることで、プログラム策定の一助とする。

３．各市町村からの声＿ケースごと
※既存の団体がすでにあるケース
●団体との意見交換、業務の切り分けに関して課題あり。
先方がどこまで受けられるかがわからない。
一方、団体側も、自治体がどこまで求めたいのか、どこまで
なら委託できるのかが不明。

●地域内でのニーズを拾い切れていない可能性。
●公的補助金、助成金等があてにできない場合、活動をど
のように継続できるかが不透明。

※既存の団体がないケース
●協議会方式での立ち上げを想定した場合、どのようなメン
バーにするかが課題。

●個人立ち上げを想定した場合、事業委託や自治体との
連携が課題。

※自治会等に依頼するケース
●区長さん他にエッセンスを伝えていきたい。

４．各市町村からの声＿要望
●他市町村の事例をよく知りたい。特に県内でのケースを
シェアしあって互いに勉強できるような場があったほうが良い。

●移住促進自体の優先順位が上がっていない。危機意識
をどのように持たせるのか。



ヒアリング結果整理＿地域が感じている課題

１、空き家の活用：市町村や集落ごとに状況がかなり異なる

２、移住促進：人材獲得戦略＝地域内の理解と合意形成の不足

３、事業の継続性：人材不足と資金調達の必要性

●空き家がない → そもそも地域に空き家が存在しない。住宅の供給不足。

●空き家はあるけど使えない → 空き家はあるが痛みが激しい。お仏壇などの在り処として使われている。

●空き家の開拓ができない → 空き家の開拓方法がわからない（例）家主との連絡ルートが不明等

●地域が求める人材像がわからない → 地域の未来像が合意形成されていない。地域の課題が不明
確な状態である。

●人材を呼び込む方法がわからない → 地域に必要な人材像への広報のやり方が不明。

●空き家活用や移住促進を続ける仕組みが作れない
→ 担い手（組織、個人）がいない。事業を続けられるだけの収入

のあてが行政予算のみ。

・ヒアリングの結果、市町村の状況により課題は異なるが、大きな分類として下記3点が浮かび上がった。



プログラム内容案

＜第1回＞
日程：8月26日の週予定
テーマ：地域内理解と、県内で始められる「小さな一歩」に関する講義

講師：わんさか大浦パーク深田氏、ETIC伊藤氏、プロモーションうるま（中村／仲宗根）

内容案：
（１）中間支援組織の県内事例紹介＿１

プロモーションうるまの事例を知る（立ち上げ経緯、事業内容、各事業間の連関、今後の想定など）
（２）中間支援組織の県内事例紹介＿２

わんさか大浦パークの事例を知る（および深田さんがやってきたこと・久志で起きていること）
（３）全国の事例を知る
・ETICから、いま全国で起きている最先端の事例を伝えてもらう
・（特にわんさかの事例について）体系づけて、どこがポイントなのかを外の視点から解説してもらう
・地域仕掛け人市のレポート（平田）

実施場所案：名護市久志想定（わんさか大浦パーク会議室）
※うるま市はすでに視察した方も多いので、希望者のみ2日目に視察を入れる

②内容案

・計3～4回の講義を通じて、各地ヒアリングにおいて特に挙がっていた
「空き家活用・対策」 「（移住取組に対する）地域内理解浸透」 「事業の継続実施」 について、
および移住促進活動で必要な「外部への発信」に関する内容を、講義形式で行っていく。

①目的



プログラム内容案

＜第2回＞
日程：10月ごろ想定
テーマ：空き家を掘り起こすには

講師案：
・夢古道おわせ 支配人 伊東将志さん
・NPO法人おわせ暮らしサポートセンター 木島恵子さん

内容案：
（１）空き家掘り起しの事例＿三重県尾鷲市の事例

（１）－１：地域内での下地作り（伊東さんより）
（１）－２：空き家開拓について（木島さんより）
※木島さんはオンライン参加も検討。

（２）自地域課題の共有と、解決策検討

実施想定場所：那覇以外の県内で調整中（離島可能性あり）

※尾鷲市では空き家バンク当初0件のところから、地域おこし協力隊を入れて開拓を進めたことにより登録件数
200件にまで増加、うち90件がマッチングした。その裏でプロジェクト設計等で動いていたキーマンが伊東さんで
あり、実際に開拓を行ったのが木島さん。
※伊東さんの話は、地域への理解促進～空き家掘り起し～組織としての継続のための法人設立、と本プログラ
ムでのプロセスと全く同じことを経験しているため、ご自身のプロセスをお話しいただくことは全体プログラムを通し
ても有用。

②内容案



プログラム内容案

＜第3回＞
日程：12月ごろ想定
テーマ：事業を継続していくためには

講師想定：検討中

内容案：
（１）全国の事業継続事例の紹介
（２）事業継続に向けてのポイント
（３）実際に事業計画を練ってみる

実施想定場所：県内離島も含め検討中

※この回で、自地域における事業計画策定まで出来るとベスト。
そのための材料として、全国での事業展開事例を複数紹介することを検討。
→可能であれば、前2回の話等を踏まえ各地域がベンチマークしたい団体をより詳しく紹介する場とする。オンラ
インで参加可能な団体（県外）があれば依頼する。

②内容案



プログラム外の実施内容
各市町村の状況に合わせたコーディネート
＜既存組織あり＞
・自治体と既存団体の協議の場の設定。事業や事業外プログラムの活用方法について共同で検討
・今年度事業内で実施可能なことの洗い出しと、今後のスケジュール設定
・事業内での実施事項についてのフォローアップ

＜既存組織無し＞
・機能の定着（組織組成等）に向けた課題の個別洗い出し、および地域内キーマンへのアプローチ同行
・次年度以降の方向性等についての協議、および地域内での広報サポート



次年度以降のステップ（予定）

①先進地、先進事例視察研修
－本年度の講師の地元や、講義で紹介した事例などを実際に見学し、講義との相違点等を学ぶ。
－自地域に持ち帰るべき事例を吸収し、自地域で展開していく

②相談会企画、運営の自主
－自地域で求める人物像を見定め、告知内容やイベント内容を自身で検討し、実行していく
（今後自地域単独での相談会実施が出来るようになるステップとして想定）

③空き家交渉の実践と振り返り
－講義内容を実践に落とし込む中で現れる課題等の共有、および対応策を検討し、実践と講義を繰り返す
ことで空き家交渉の成功率・数を挙げていく

今年度 受講者向け

今年度 未受講者向け
・本年度の内容を踏襲しつつ、本年度中に出た課題を反映し、プログラムをブラッシュアップしながら実施予定


